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内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
2 件
0 件
０件
０件

件　数
13 件
44 件

195 件
21 件

件　数
0 件
1 件
0 件
0 件

累計（1 月～）
2 件
0 件
0 件
0 件

累計（1 月～）
13 件
44 件

195 件
21 件

累計（1 月～）
0 件
1 件
0 件
0 件

件　数
１　６件
　　０人
　　８人

件　数
　　０件
　　１件
　　０件
　　０件
　　３件
　　２件

１月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

０．０６９μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）

０．０５９μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）

０．０７３μ Sv/h
安曇川（安曇川支所裏駐車場）

０．０４０μ Sv/h
高　島（高島支所裏駐車場）

０．０５８μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）

０．０７３μ Sv/h

前年比
－ 6 件
　０人
－10人

（平成 27 年１月末現在） （平成 27 年１月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。
●一人あたりの自然放射線量 ( 日本）
　0.24 μＳｖ／ｈ　※世界平均 0.27 μＳｖ／ｈ
　年間平均値から 8.760（24 時間× 365 日）
　で割り戻した値です。

総合防災局　 （25）8133

　今年で阪神淡路大震災から 20 年、東
日本大震災から４年が経ちます。これら
の震災により多くの犠牲者が出ました
が、生死の境を分けるのは、いかにすば
やく自分の身を守れるかがポイントとな
ります。大地震が発生したとき、冷静に
判断するのはなかなか難しいものです。
高島市にも「琵琶湖西岸断層帯」や「花
折断層帯」が存在し、地震の発生が予想
されますが、いざという時にあわてず、
落ち着いて行動するために、行動パター
ンを覚えておきましょう。

●机の下に隠れるなどして、
　まずは身を守る行動をとる。

地震発生！  その時どうする ?!

●揺れがおさまったら、火の始末をする。
●家族の身の安全を確認する。
●非常持ち出し品を用意する。
●靴を履く。
●余震に注意する。

●家屋倒壊の危険性があれば、ただちに避難する。

●隣近所の安否を確認する。
●近隣住民と協力して消火や
　救出活動を行う。
●負傷者の応急手当を行う。

●市や自主防災組織などの
　指示に従う。
●避難生活者が運営組織をつくる。
●集団生活のルールを決める。
●助け合いの心を忘れずに。

自  助

共  助

公 助
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●机の下に隠れるなどして、●机の下に隠れるなどして、

地震発生

10 分
～数時間

１分
～３分

５分
～ 10 分

避難所生活

数時間
～半日

保険年金課　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789

　国民年金は、日本に住む 20 歳以上 60 歳
未満のすべての人が加入しなければなりませ
ん。届出は加入するときだけでなく、被保険
者の種別が変わったときにも必要です。
　届出されなかった場合、もしもの時に障害
年金が受け取れなくなったり、老後の年金額
が少なくなったり、受け取れない場合もあり
ますので、必ず届出をしましょう。
　届出が必要なときは以下のとおりです。

20 歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く）

●異動の内容
　第１号被保険者に
　なります。

●持参するもの
　・印鑑

こんなときには
届出が必要です！

退職したとき
（厚生年金や共済年金加入者の場合）

●異動の内容
　第２号被保険者から
　第１号被保険者になります。
　（第３号被保険者に該当する
　　場合を除く）
●持参するもの
　・印鑑　・年金手帳

配偶者に扶養されていたが、
配偶者が厚生年金、共済年金
を辞めたとき

●異動の内容
　第３号被保険者から
　第１号被保険者になります。
●持参するもの
　・印鑑　・年金手帳

※印鑑は、本人自ら署名する場合は不要です。

届出先・問い合わせ先はこちら

国民
年金

　国民健康保険の新しい被保険者証（カード）を３
月末に世帯主へ郵送します。紛失などに注意し、大
切に保管してください。

有効期限をご確認ください

学  の被保険者証を交付しています

社会保険に加入されていませんか？

　古い被保険者証は４月以降、各自で廃棄していただく
か、保険年金課または各支所窓口へご返却ください。

　新しい被保険者証の有効期限は平成 28 年３月
31 日です。ただし、次の方は有効期限が年度途中
となっていますのでご確認ください。

① 退  の被保険者証をお持ちの方で
　　　　　　　　　65 歳になられる方
　　有効期限は 65 歳の誕生月の月末までとなります。
② 75 歳になられる方
　　有効期限は 75 歳の誕生日の前日までとなります。
　　75 歳からは後期高齢者医療制度に変わります。
※①・②とも、新しい保険証は郵送しますので手続き
は不要です。

　国民健康保険は、住民登録されている市町村でご加入
いただくことが原則ですが、高島市の国民健康保険被保
険者証をお持ちの方が、大学や高校などに就学のために
転出される場合に、特例として㊫の国民健康保険被保険
者証を交付することができます。
　交付を希望される方は、保険年金課または各支所窓口
で手続きをお願いします。㊫の被保険者証の交付は毎年
申請が必要です。

●手続きに必要なもの
・お持ちの被保険者証　・学生証、在学証明書等
・印鑑

　就職などで会社等の健康保険に加入された方で、高島
市の国保の被保険者証をお持ちの方は、資格喪失手続き
が必要です。新しい健康保険に加入されても、国保の資
格は自動的には喪失しません。国保税がかかり続けます
ので、必ず保険年金課または各支所窓口で手続きをして
ください。
　喪失手続きをされずに国民健康保険被保険者証を使用
された場合、会社の健康保険の資格が発生した時点にさ
かのぼって医療費を返還していただくことになりますの
で、ご注意ください。

●手続きに必要なもの
・現在お持ちの国保の被保険者証　・印鑑
・新しく加入された社会保険等の保険証（家族全員分）

国民健康保険証の
切り替えは４月１日です

【お詫びと訂正】
　平成 26 年 11 月にお配りしました「高島
市豪雨災害の記録」において、次の誤りがあ
りましたので、お詫びして訂正いたします。
▼ 46 ページ　表のタイトルの期間の表示
　（正）平成 25 年９月 18 日（水）
　（誤）平成 23 年９月 18 日（水）


